
～日本三大花火「長岡花火 フェニックス」～

2018/12/8（土） - 9（日） 

アオーレ長岡 

新潟県地域生活支援ネットワーク 



にいがたフォーラム１４ in 長岡 

～誰もが地域でいきいきと暮らす～ 

（開催趣旨） 

日本の人口構造に大きな変化の時が来ています。 

超高齢化社会、少子化、人口の減少という局面を迎え、これからの社会保

障制度がどう変わっていくのか。限界集落や消滅可能性都市の課題に対し

て、私たちがどのように考え、行動していけばよいのか。障害福祉もこのよ

うな変化の流れの中にあります。 

  2017 年版厚生労働省白書では〝社会保障が相対的に高齢者に手厚い構造

となっており、現役世代の所得を向上させる対策を含め、「全世代型の社会

保障」への転換を図るべき〟と強調されました。一方、毎日新聞は『国が全

国一律の制度を作って普及するだけで済む時代ではない。地域の状況に合わ

せて住民が主体的にコミュニティーの再生に関わることが求められてい

る。』との訴えを社説に載せています。 

社会の変化の中で私たちの暮らしや障害福祉が進むべき方向をどのよう

に見据えるのか、大きな命題が提示されています。年齢、障がいの有無を問

わず、 様々な人々”が「生き活き」と暮らせる地域にしていくにはどうし

ていったらいいのか？他人事ではなく我が事として、小さくとも身近で取組

めることを考えるフォーラムにしたいと考えております。 

にいがたフォーラム 14in 長岡大会  会   長  涌井 幸夫 

実行委員長  坂井 隆一 

開催事務局長 馬場 淳美 

新潟県地域生活支援ネットワーク役員一同

海老 郁夫（社会福祉法人新潟みずほ福祉会）、金子 浩（社会福祉法人新潟みずほ福祉会）、 

樺沢 浩（社会福祉法人のぞみの家福祉会）、西川 紀子（社会福祉法人ロングラン）、 

坂井 賢（社会福祉法人太陽福祉会）、坂井 省英（社会福祉法人しなの福祉会）、 

坂井 隆一（社会福祉法人のぞみの家福祉会）、竹田 一光（社会福祉法人しなの福祉会）、 

寺口 能弘（特定非営利活動法人のんぴーり青山の会）、涌井 幸夫（社会福祉法人中越福祉会）、

渡辺 孝雄（社会福祉法人十日町福祉会） 



◯開催日：平成 30 年 12 月 8 日（土）～ 9 日（日） 

◯会場：アオーレ長岡（別紙地図参照） 

    〒940-8501 新潟県長岡市大手通 1丁目 4番地 10 

TEL：0258-35-1122  

◯参加費：8,000 円（一日のみの参加でも参加費は同額です） 

◯情報交換会 会費：6,000 円 

       長岡グランドホテル 2 階 悠久の間 

○同時開催：アール・ブリュット展 in 長岡 2018 

      同会場 市民交流ホール B・C 

◯主催：新潟県地域生活支援ネットワーク 

社会福祉法人中越福祉会 

○共催：NPO 法人全国地域生活支援ネットワーク 

長岡市 

◯後援：新潟県 

新潟県知的障害者福祉協会 

◯定員：220 名 

◯申し込み：別紙「参加申込書・参加証」にて申し込みください。 

【申し込み手順】 

① 別紙「参加申込書・参加証」を事務局へお送りください。 

〔FAX〕0258－92－4944(みのわの里本部)〔E-mail〕kouseien@minowanosato.jp 

② 事務局より申込番号の入った用紙が返信されます。 

③ 申し込み番号を氏名の頭に入れて、参加費等の振り込みをしてください。 

④ 申込番号の入った用紙を当日ご持参ください。 

◯お問い合わせ：にいがたフォーラム 14in 長岡 実行委員会事務局 

        社会福祉法人中越福祉会 みのわの里更生園 

          馬場、近藤、三上、樋木 

〔TEL〕0258－92－4945 〔FAX〕0258－92－3220 

〔E-mail〕kouseien@minowanosato.jp



会場地図 

JR 長岡駅から徒歩 3分

駅の改札口からアオーレ長岡 3階の 

市民交流ホールやアリーナへ、雨や 

雪に濡れずに直接アクセスできます。 

【お車でお越しの方】

長岡インターチェンジから約 20 分 

中之島見附インターチェンジから約 30 分 

長岡までのアクセス 

高速道路（→長岡 I.C.） 

■東 京／約 2時間 30 分 

■金沢西／約 3時間 

■大 阪／約 6時間 40 分 

■新 潟／約 30 分 

JR（→長岡駅） 

■東京／約 1時間 30 分（新幹線） 

■金沢／約 2時間 50 分（特急） 

■大阪／約 5時間 40 分（新幹線） 

■新潟／約 25 分（新幹線） 



にいがたフォーラム14in  岡 会場図（アオーレ 岡）

 岡グランドホテル

（情報交換会会場） 

 岡駅

にいがたフォーラム会場 



アール・ブリュット展 in 長岡 2018 会場（アオーレ 岡  棟 3階）

アール・ブリュット展会場 



にいがたフォーラム 14 in 長岡 プログラム 

～誰もが生き生きと暮らすために～ 

プログラム 1日目【平成 30 年 12 月 8 日（土）】 

9:00 受付 

9:30 開会 あいさつ 

9:50～10:20 オープニングセッション 

にいがたフォーラム 14の見どころとアール・ブリュット in長岡の紹介 

10:30～11：45 

シンポジウム 

75 分

相談支援の本気 ～地域の期待に応えるためのカタチを本気でつくる！～ 

大平 眞太郎 氏（厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課地域生活支

援推進室 相談支援専門官） 

山村 崇 氏（長岡市福祉課 長岡市障害者基幹相談支援センター主査） 

〔進行〕 

本間 奈美 氏（新潟県相談支援専門員協会／一般社団法人 SADO-Act 代表理事） 

11:45～12:45 昼食 

12:45～14:15 

シンポジウム 

90 分 

ノーマライゼーションは子どもから セッション 1 

～医療的ケアを必要とする人たちへの支援システムの構築～ 

〔シンポジスト〕 

 刀根 暁 氏（厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部 障害福祉専門官） 

古川 芳子 氏（社会福祉法人亀田郷芦沼会 ほがらか福祉園トゥインクル 施設長） 

新保 亜希子 氏（新潟大学医歯学総合病院 総合周産期母子医療センターNICU 入院

児支援コーディネーター） 

〔コーディネーター〕 

桑原  拓 氏（社会福祉法人長岡福祉協会 長岡療育園 児童発達支援管理責任者） 

14:25～15:40 

シンポジウム 

75 分 

ノーマライゼーションは子どもから セッション 2 

～こども・子育て支援と社会的養護と障害児支援～ 

〔シンポジスト〕 

光真坊 浩史 氏（一般社団法人全国児童発達支援協議会 理事） 

石坂 陽子 氏（新潟県立児童養護施設 若草寮 指導課長） 

〔コーディネーター〕 

 藤井 康弘 氏（前厚生労働省 障害保健福祉部長） 



15:50～17:05 

基調講演 

75 分 

人口減少社会を乗り切るための社会の仕組みを考える 

〔講師〕  野澤 和弘 氏（毎日新聞社論説委員） 

17:10～18:10 

鼎談 

60 分 

待ったなし！社会保障の転換の話はどこまで来ているのか？ 

～地域を支える新たな財源の仕組みとは～ 

      衛藤 晟一 氏（内閣総理大臣補佐官／自由民主党 参議院議員） 

      蒲原 基道 氏（前厚生労働省 事務次官） 

〔進行〕  野澤 和弘 氏（毎日新聞社 論説委員） 

18:30～20:30 情報交換会 

20:30～21:50 

80 分 

ナイトセッション 

 おらが地域自慢（仮称） 

新潟県地域生活支援ネットワーク 若手部会 



プログラム 2日目【平成 30 年 12 月 9 日（日）】 

8:50～10:10 

シンポジウム 

80 分 

精神障がいのある人も使える地域包括ケアとは 

～地域でいきいきと暮らすための仕組みを創る～ 

〔シンポジスト〕 

 吉野 智 氏（厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課 障害福祉専門官） 

細野 純子 氏（新潟県精神保健福祉センター 専門相談員） 

中村 千里 氏（中越圏域障害者地域生活支援センター 施設長） 

〔コーディネーター〕 

 岩上 洋一 氏（一般社団法人全国地域で暮らそうネットワーク 代表理事） 

10:20～11:40 

鼎談 

80 分 

強度行動障害のある人への支援を考える 

日詰 正文 氏（独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園 事業企画局

研究部 部長） 

片桐 公彦 氏（厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課 

障害福祉専門官） 

〔進行〕 

福島 龍三郎 氏（特定非営利活動法人全国地域生活支援ネットワーク / 社会福祉

法人ライフサポートはる 理事長） 

11:50～13:20 

シンポジウム 

90 分 

就労継続支援 C（コミュニティー）型という考え方 

～地域の一員として、地域を支える～  

〔シンポジスト〕 

小田 泰久 氏（特定非営利活動法人全国地域生活支援ネットワーク／特定非営利

活動法人楽笑 理事長）

岩上 洋一 氏（一般社団法人全国地域で暮らそうネットワーク 代表理事） 

近藤 和也 氏（社会福祉法人中越福祉会 みのわの里更生園 主任）

〔コーディネーター〕 

寺口 能弘 氏（新潟県地域生活支援ネットワーク） 

閉会  

注）プログラム内容については、都合により予告なく変更の可能性があります。ご了承ください。 





「にいがたフォーラム 14in長岡」参加申込書・参加証
申込日：平成 30年   月   日

注１）当日は 9時 00分受付、9時 30分開会となりますので時間厳守でお願いします。

注２）参加申込〆切 12月 3日（月）必着。 会場の都合上、先着 220名様までとなります。

注３）情報交換会会場は長岡グランドホテルになります。時間は 18時 30分から 20時 30分の予定です。先着 150名様までと

なります。宿泊につきましては、斡旋は行っておりません。各自で宿泊先をご予約ください。

注４）当日のお問合せ先：事務局 090-2474-5208（当日のみ） 会場のアオーレ長岡には問合せはしないで下さい。

注５）会場近辺には無料駐車場はございませんので、できるだけ公共交通機関をご利用の上ご来場ください。

注６）本用紙を申込先にＦＡＸ(0258-92-4944）またはメール(kouseien@minowanosato.jp)していただければ、

お振込み番号を返信いたします。

【回答記入欄（事務局記入）】

※お振込みの際は、右欄の「お振込み番号」をお振込み名の前につけて下さい。

※ご参加に伴う費用は下記の合計金額をお振込みください。尚、振込手数料は

お客様のご負担でお願いします。

フォーラム参加費 情報交換会費 弁当代 合計金額

8,000円×  名 6,000円×  名 1,000円×  名
合計：      円 合計：      円 合計：      円

※お振込み番号の記載された本用紙が参加券となりますので、当日お持ちいただき、受付に提示してください。

※お振込み後のお取消し（ご返金）はできません。予めご了承ください。（代理参加は可能）

所 属 名

所 在 地
〒                                      (TEL) 
                                        (FAX) 

ご担当者名

NO 
（フリガナ）

参加希望者氏名

性

別

希望する欄に○ 特記事項

（受講に際して配慮が必

要な点があれば記載して

ください。）

フォーラム参加費

(8,000円) 

（1日のみ参加も同額）

情報交換会

（6,000円）

お弁当（1,000円）

お茶付き

12月 8日

1 

2 

宛先：にいがたフォーラム 14in長岡実行委員会事務局 行き
申込先ＦＡＸ番号：０２５８－９２－４９４４

≪連絡先≫

新潟県地域生活支援ネットワーク 

にいがたフォーラム 14in長岡実行委員会事務局
（みのわの里更生園内） 

担当：馬場、近藤、三上、樋木

TEL：0258-92-4945 FAX：0258-92-3220 
  Mail：kouseien@minowanosato.jp 

お振込み番号

振り込み先：北越銀行 来迎寺支店

      口座番号 普通 ２００７５９７

名  義 にいがたフォーラム in 長岡 
大会会長 涌井幸夫

事務局受付担当


